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発表内容 2004年に日本で初めて福井県で Rickettsia helveticaの感染が示唆 
された紅斑熱群リケッチア症が確認され、患者が感染したと思われる荒

島岳において、2005年～2006年に媒介マダニ種の調査をした。採集で
きた 6種 222個体のマダニのうち、ヒトツトゲマダニ 32個体中 8個体
からリケッチアが生菌分離でき、塩基配列から Rickettsia helveticaと
同定された。その結果、媒介者はヒトツトゲマダニの可能性が最も高い

と思われた。 
 
  

 
 
 


